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第1章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

1. 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7条の規定に基づき、弊社は環境の保全の見地からの意見を求める

ため、環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）を作成した旨及びその他事項を公告

し、方法書及びその要約書を公告の日から起算して 1か月半の間（自主期間 2週間を含む。）

縦覧に供するとともに、インターネットの利用により公表した。 

 

(1)公告の日 

令和 5年 11月 10日（金） 

 

(2)公告の方法 

①日刊新聞紙による公告（別紙 1参照） 

下記の日刊紙に「公告」を掲載した。 

・令和 5年 11月 10日（金）付 福島民友 

・令和 5年 11月 10日（金）付 福島民報 

 ※令和 5 年 12 月 1 日（金）から 3 日（日）に開催する説明会についての公告を含

む。 

 

②関係自治体の広報誌によるお知らせ（別紙 2参照） 

下記の広報誌に「お知らせ」を掲載した。 

・広報おおくま 2023年 11月号（No.616） 

・広報かわうち 2023年 11月号（No.696） 

・たむら市政だより 2023年 11月号（No.225） 

・広報とみおか 2023年 11月号（No.733） 

・広報ふたば 2023年 11月号（災害版 No.150） 

・広報なみえ 2023年 11月号（No.694） 
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③インターネットによるお知らせ 

令和 5年 11 月 10日（金）から、下記のウェブサイトに「お知らせ」を掲載した。 

・福島県のウェブサイト（別紙 3-1参照） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/eia-zisshianken/eia-anken-law-

56.html 

・大熊町のウェブサイト（別紙 3-2参照） 

https://www.town.okuma.fukushima.jp/soshiki/zerocarbonsuishin/25928.html 

・川内村のウェブサイト（別紙 3-3参照） 

http://www.kawauchimura.jp/page/page001289.html 

・田村市のウェブサイト（別紙 3-4参照） 

https://www.city.tamura.lg.jp/soshiki/59/entry_8.html 

・富岡町のウェブサイト（別紙 3-5参照） 

https://www.tomioka-

town.jp/soshiki/seikatsu_kankyo/kankyoeisei/oshirase/5086.html 

・双葉町のウェブサイト（別紙 3-6参照） 

https://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/10663.htm 

・浪江町のウェブサイト（別紙 3-7参照） 

https://www.town.namie.fukushima.jp/soshiki/7/34668.html 

・弊社のウェブサイト（別紙 3-8参照） 

https://ncd-wind.com/okuma_eia01.html 
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(3)縦覧場所 

関係自治体庁舎の計 7か所において縦覧を行った。また、インターネットの利用により縦

覧を行った。 

 

①関係自治体庁舎での縦覧 

・福島県庁西庁舎十階生活環境部環境共生課 

 〒960-8670 福島県福島市杉妻町 2-16 

・大熊町役場ゼロカーボン推進課 

 〒979-1306 福島県双葉郡大熊町大字大川原字南平 1717 

・川内村役場総務課 

 〒979-1292 福島県双葉郡川内村大字上川内字早渡 11-24 

・田村市都路行政局 

 〒963-4701 福島県田村市都路町古道字本町 33番地 4 

・富岡町役場生活環境課 

 〒979-1192 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚 622番地の 1 

・双葉町役場住民生活課 

 〒979-1495 福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西 73番地 4 

・浪江町役場産業振興課 

 〒979-1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田 7-2 

 

②インターネットの利用による縦覧 

・弊社のウェブサイト（別紙 3-8参照） 

https://ncd-wind.com/okuma_eia01.html 

 

(4)縦覧期間 

・令和 5年 11月 10日（金）から 12月 12日（火）までの間とした。 

 ※12月 13日（木）から 26日（水）までは自主縦覧期間とした。 

なお、縦覧期間終了後も、意見書受付終了日まで閲覧可能とした。 

また、自治体庁舎は土・日・祝日を除く開庁期間、インターネットの利用による縦覧につ

いては、常時アクセス可能とした。 

 

(5)縦覧者数 

縦覧者数（意見書箱への投函及び意見書の郵送）は 2名（意見書箱投函）であった。 

なお、インターネットの利用によるウェブサイトへのアクセス数は 261回であった。 

（内訳） 

・福島県庁西庁舎十階生活環境部環境共生課  1名 

・浪江町役場産業振興課    1名 
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2. 環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」（平成 9年法律第 81号）第 7条の 2の規定に基づき、弊社は縦覧期間

内に、方法書の記載事項を周知するための説明会を開催した。 

 

(1)公告の日及び公告方法 

住民説明会の開催公告は、方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

（別紙 1、別紙 2、別紙 3参照） 

 

(2)開催日時、開催場所及び来場者数 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

1．令和 5年 12月 1日（金）14時 30分～15時 30分 

開催場所：浪江町役場 2階中会議室 

（福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田 7-2） 

来場者数：6 名 

 

2．令和 5年 12月 1日（金）18時 00分～19時 00分 

開催場所：link る（りんくる）大熊 

（福島県双葉郡大熊町大川原字南平 1207番 1） 

来場者数：6 名 

 

3．令和 5年 12月 2日（土）10時 00分～11時 00分 

開催場所：川内村コミュニティセンター 

（福島県双葉町川内村大字上川内字小山平 15） 

来場者数：0 名 

 

4．令和 5年 12月 2日（土）14時 00分～15時 00分 

開催場所：田村市都路公民館 

（福島県田村市都路町古道字本町 33-4） 

来場者数：1 名 

 

5．令和 5年 12月 3日（日）10時 00分～11時 00分 

開催場所：富岡町文化交流センター「学びの森」 

（福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚 622番地の 1） 

来場者数：0 名 

 

6．令和 5年 12月 3日（日）14時 00分～15時 00分 

開催場所：双葉町産業交流センター 

（福島県双葉郡双葉町大字中野字高田 1番地 1） 

来場者数：0 名  
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3. 方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8条の規定に基づき、弊社は公告の日から、縦覧期間満了の日の翌

日から起算して 2 週間を経過するまでの間、環境の保全の見地から意見を有する者の意見書

の提出を受け付けた。 

 

(1)意見書の提出期間 

令和 5年 11月 10日（金）から 12月 26日（火）まで 

（郵送の受付は当日消印まで有効とした。） 

 

(2)意見書の提出方法 

環境の保全の見地から意見を有する者の意見書について、以下の方法により受け付けた。

（別紙 4参照） 

①縦覧場所に備え付けの意見書箱への投函 

②弊社への書面の郵送 

 

(3)意見書の提出状況 

意見書の提出は 4通、意見総数は 9件であった。 

（内訳） 

・福島県庁西庁舎十階生活環境部環境共生課  1通 

・浪江町役場産業振興課    1通 

・郵送      2通 
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第2章 方法書についての住民等の意見の概要と事業者の見解 

「環境影響評価法」（平成 9 年法律第 81 号）第 8 条第 1 項の規定に基づき、弊社に対して、環

境の保全の見地から提出された意見の提出者は 3 名（意見総数 9 件）であった。それに対する事

業者の見解は、表 1のとおりであり、意見の概要については原文のまま記載した。 

 

表 1 環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解 

（意見書 1） 

No. 意見の概要 事業者の見解 

1 方法書及び要約書は、インターネットで確認不可な

ので、浪江役場で縦覧しました。 

ご覧いただきありがとうございます。縦覧期間中

に弊社ウェブサイトにてインターネットによる縦

覧も行っておりました。 

 

（意見書 2） 

No. 意見の概要 事業者の見解 

2 後日郵送事業者に郵送します。 意見書 3 についてご意見承りました。 

 

（意見書 3） 

No. 意見の概要 事業者の見解 

3 添付資料 3 枚に私の意見をまとめました。 

 

以下の文章を転載する場合、要約せず、文章をその

まま載せてください。 

意見の概要については原文のまま記載いたしま

した。 

4 ▪保護樹帯の天然林 

 

対象事業実施区域は国有林野内にあり、風車の多く

は保護樹帯上に配置される計画です。アクセス道路

はやはり保護樹帯に指定された稜線上を通ること

になるでしょう。そもそも稜線上の保護樹帯は風害

や土砂災害から人工林を守るために伐採せずに残

された天然林です。保護樹帯の多くは植生自然度 9

のモミ群落と重なるはずです。 

 

モミの木は大熊町の町の木であり、象徴的な存在で

す。 

 

本事業計画は大切に守られてきた稜線上の天然林

を大量に伐採することなしには成り立たない計画

です。森林保全の面からも、土砂災害防止の面から

も、全く逆の発想の上に立つものであり、到底許さ

れません。計画の撤回を求めます。 

ご指摘いただいたアオハダ-モミ群落は自然度も

高く、保護樹帯の多くが当群落であることを踏ま

え、特に配慮が必要な群落であると認識しておりま

す。今後、現地調査において対象事業実施区域を含

む調査範囲の林相、植生分布を把握し、その結果を

踏まえ、これら群落への影響を回避又は低減した事

業計画を検討いたします。 

5 ▪山地崩壊 

 

本対象事業実施区域と地形、地質がよく似ている場

所の山地崩壊の例として、阿武隈山脈南部の例があ

りました。以下、大矢雅彦「阿武隈山地南部の自然

と崩壊」(＊1)から引用します。 

 

p.55 

6.1971 年 4 月および 8 月豪雨による崩壊と素因の

関係 

 従来この地域ではほとんと崩壊は発生していな

かった。しかし、1971 年 4 月豪雨、および 8 月 31

本事業による土地の改変及び樹木の伐採は極力

既存林道を活用することで可能な限り改変面積を

縮減いたします。また、工事計画に当たっては、土

砂流出防止柵等や沈砂池の設置等の環境保全措置

を適切に検討し、準備書にて記載いたします。 

その上で、土砂災害リスクを高めないよう、関係

機関等と協議を実施し、適切な設計を検討いたしま

す。 
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日より 9 月 1 日にかけてこの地方を襲った台風 23

号がもたらした豪雨によって、100 箇所ほどの崩壊

が発生した。この崩壊は山の肩の部分、すなわち準

平原とそれをとりかこむ急な谷との境の部分から

発生しており、また河川の縦断面とあわせてみる

と、遷急点のすく下流側の谷壁に多い。 

 

p.56 

 1971 年の崩壊は、6 年前に今まで天然更新で茂っ

ていた広葉樹林を伐採し、そのあとに針葉樹林の造

林を行なったが、次第に広葉樹の根がくさり、そこ

に水が入って崩壊を起こしたものである。 

 

以上で引用は終わりです。最近の例では、令和元年

の台風 19 号の大雨による宮城県丸森町の土砂災害

が記憶に新しいところです。これは、阿武隈山地北

部の例ですが、地形、地質はよく似ています。林道

が土石流の起点になっている現場をこの目で確認

しました。 

 

本事業の風車とアクセス道路はいわゆる山の肩に

計画されています。山の肩の樹木を伐採し、そこに

道路を作ることは、山地崩壊の素因を作ることで

す。計画の撤回を求めます。 

 
＊1 大矢雅彦「阿武隈山地南部の自然と崩壊」,水利

科学 1972 年 16 巻 4 号 p.46-60 

6 ▪空間線量率 

 

要約書の第 3 章、表 3-1 の放射線の量「対象事業実

施区域及びその周囲における...１週間の空間線量

率の平均値は 0.080～0.265µSv/h である」の表現は

誤解を生じる表現です。次の点を考慮して改めてく

ださい。 

 

・値は対象事業実施区域外にあって周囲を除染さ

れたモニタリングポスト 6 地点のものであるこ

と。 

・対象事業実施区域内の空間線量率は航空機によ

る測定により、0.2～1.0µSv/hであると算定され

ること。 

ご指摘を踏まえ、一般環境中の放射性物質の状況

について、対象事業実施区域内及び対象事業実施区

域外の状況をそれぞれ準備書に記載いたします。 

7 ▪放射性物質の流出 

 

対象事業実施区域は除染されていない山林です。現

在、山林からの放射性物質の流出が許容範囲に収ま

っているのは、山林自体が巨大なフィルターとして

働いているからだと思います。人間が麓で普通に生

活できているのはそのおかげです。対象事業区域内

の山林には、地表 1 メートルで測った空間線量率で

は把握できないマイクロホットスポットが多く存

在していると思います。これらは水の流れと関係が

あります。 

 

森林の土中構造について高田広臣「土中環境」（＊

2）から引用します。 

 

p.33 

図版 1-18（本意見書では省略します。上記の書ま

工事に当たっては、降雨時における、放射性物質

を含む濁水の流出を防止するため、沈砂池の設置等

の環境保全措置を講じる計画です。 

沈砂池の設計は放射性物質を含む土砂を分離し、

沈降させることで、放射性物質が流出しない設計を

検討し、準備書に記載いたします。 

工事当初に沈砂池に溜まった土砂については、放

射性物質濃度を測定いたします。その結果、高い放

射能濃度であった場合には、関係機関等と協議を実

施し、適切に処分いたします。また、供用後につい

ては、工事計画の環境保全措置とともに放射性物質

濃度の測定を検討いたします。 

今後の放射線の量（放射能濃度：土壌）の調査に

当たっては、一定程度の改変が想定される風力発電

機の設置予定位置としております。なお、その他改

変が想定される箇所についても適宜調査地点を追

加いたします。 
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たは、森林土壌について書かれた教科書を参照して

ください）は、健康な森林をモデルとした土中の階

層構造です。 

 

O 層：落葉や小枝などが積もった層。この層が布団

のように、表層土壌環境を乾湿の変化や雨撃から守

る働きを担います。 

A 層：分解途中の落葉と菌糸と植物根とが混ざった

腐食層（AO 層）と、腐食が分解されて団粒構造の発

達した黒く柔らかな土層（A1～2 層）とを含みます。

土中における生命活動が最も豊かに展開し、樹木の

細根も最も多く張り巡らされます。 

B 層：腐食は少ないながらも、有機物の土壌化作用

を受けて褐色を帯びます。土壌粒子が比較的詰まっ

た塊状態の連続、集合体となります。団粒構造の発

達は、土塊の亀裂などの水と空気などが通る通気浸

透水脈のラインとその周辺を中心に見られ、根もそ

のラインを伝って伸びていきます。 

 

以下、C 層、R 層と続きますが、引用はここで終わ

ります。 

 

現在、放射性物質の多くは、O 層、A 層の中に閉じ

込められていると思います。森林自体に大きな撹乱

が起きない限り、放射性物質の半減期を大きく超え

る期間この状態は保たれることでしょう。 

さて、本事業に伴う工事がどのような撹乱を起こす

か考えてみましょう。木々の伐採により、O 層、A

層に有機物を供給する機能と、風雨から守る機能が

失われます。土壌はフィルタとしての機能を失いま

す。表層土壌を天地返し転圧して道路を作ることに

より、土壌の保水機能が失われます。雨水は道路上

を流れます。大雨が降れば放射性物質を含んだ土砂

が流れ下ります。やがては路肩から外れてそこに新

しいマイクロホットスポットを作ります。マイクロ

ホットスポットに溜まった放射性物質は大雨のた

びに沢に流れていきます。 

以上はあくまで模式的な話で現実はもっと複雑な

プロセスでしょう。沈砂池で土壌の流出を防ぐ方法

がよく提案されますが、効果は限られたものだと思

います。仮に、設計は完璧に近いものだとしても、

道路は大雨や地震のたびに痛みますから、供用期間

を通して、設計通りに沈砂池の機能が働くとは思え

ません。 

 

本事業は山林の放射性物質を濾過する機能を損な

うものです。何が起こるかは予測不能です。計画の

撤回を求めます。 

 

どうしても工事を強行するのであれば、放射性物質

の流出を防ぐ保全措置の検証を強化して下さい。具

体的には次のことを提案します。 

 

・アクセス道路の路肩で土壌を採取し放射能を測

定する。 

・沈砂池の底土を採取し放射能を測定する。 

・沈砂池の水を採取し放射能を測定する。 

・アクセス道路の直下の沢の出来るだ上流で水を

また、今後の放射線の量（放射能濃度：水質）の

調査に当たっては、現況の把握という観点で、対象

事業実施区域の周囲において、風力発電機の設置予

定位置を集水域に含む河川を対象としております。

調査地点の設定に当たっては、調査に必要な一定の

水量の確保が可能であり、安全を確保した上で人の

アクセスが可能な上流の地点としております。 

調査手法については、今後の審査を踏まえ、適切

な手法を検討いたします。 
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採取し放射能を測定する。 

・同地点で底土を採取し放射能を測定する。 

 

以上は工事中、供用中を通して定期的に検査を行

い、求めがあれば住民にデータを提供できるように

してください。 

 

要約書の図 4.2-9(2)の水質 1～6、図 4.2-9(3)の土

壌 1～12 は、放射性物質の流出元の特定という観点

から場所が不適当であり、数が全く足りません。 

 
＊2 高田広臣「土中環境 忘れられし共生のまなざ

し、蘇る古の技」2020 年 6 月 20 日,株式会社建築

資料研究社 

 

（意見書 4） 

No. 意見の概要 事業者の見解 

8  本事業計画地については、福島第一原子力発電所

事故に伴う放射能汚染が極めて深刻な大熊町にあ

って、事故直後から比較的影響が少ない地域であ

り、且つ、「うつくしま百名山」として県内では広

く認知され、幾多の登山ガイド等にも紹介されてい

る「日隠山」山麓を含む阿武隈山地の特徴的な林相

であるモミの自然林が存在する林地に計画された

ものであり、極めて残念である。特に風力発電機の

設置予定箇所の多くは「保護樹帯」として、森林の

保全を優先すべきエリアとしてこれまで、残された

林区であり、従来通り、保全を優先すべきである。

また、「植生自然度 9」についても、地域を代表す

る自然林であり、クマタカ等の希少猛禽類の生息や

営巣の可能性も高いと思われることから、同様の対

応を求めます。 

ご指摘いただいたアオハダ-モミ群落は自然度も

高く、保護樹帯の多くが当群落であることを踏ま

え、特に配慮が必要な群落であると認識しておりま

す。今後、現地調査において対象事業実施区域を含

む調査範囲の林相、植生分布を把握し、その結果を

踏まえ、これら群落への影響を回避又は低減した事

業計画を検討いたします。 

また、クマタカ等の猛禽類の生息状況について

は、既存資料等にて把握に努めており、その結果は

本方法書にて記載しております。今後、現地調査に

おいて対象事業実施区域とその周囲における猛禽

類の生息状況を把握し、その結果を踏まえ、生息環

境への影響を回避又は低減した事業計画を検討い

たします。 

9 さらには、上記「日隠山」山頂部周辺の 9 号機から

12 号機の 4 機については、景観、眺望を著しく悪

化させるものであり、除外することを強く求める。

このことは、故郷を離れ暮らす大熊町民にとって

も、大切な故郷の未来の希望であることを申し添え

る。 

住民の皆様に親しまれている景観への影響を極

力低減するよう事業計画を検討し、地域住民の皆様

にご理解いただけるよう丁寧な説明に努めてまい

ります。 
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［別紙 1］ 

〇日刊新聞紙における公告 

 福島民友（令和 5年 11月 10日（金）） 

 

福島民報（令和 5年 11月 10日（金）） 
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［別紙 2］ 

〇地方公共団体の公報又は広報誌によるお知らせ 

 広報おおくま 2023年 11月号（No.616） 

 

 広報かわうち 2023年 11月号（No.696） 

 



-12- 

 

 たむら市政だより 2023年 11月号（No.225） 

 

広報とみおか 2023年 11月号（No.733） 
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広報ふたば 2023年 11月号（災害版 No.150） 

 

広報なみえ 2023年 11月号（No.694） 
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［別紙 3-1］ 

〇インターネットによる「お知らせ」 

 福島県のウェブサイト 
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［別紙 3-2］ 

大熊町のウェブサイト 
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［別紙 3-3］ 

川内村のウェブサイト 
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［別紙 3-3］ 

川内村のウェブサイト 

関連ファイルダウンロード 

「（仮称）大熊ウィンドファーム事業環境影響評価方法書」の縦覧のお知らせ 内容 
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［別紙 3-4］ 

田村市のウェブサイト 
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［別紙 3-5］ 

富岡町のウェブサイト 
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［別紙 3-6］ 

双葉町のウェブサイト 
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［別紙 3-7］ 

浪江町のウェブサイト 
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［別紙 3-8］ 

 弊社のウェブサイト
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［別紙 4］ 

〇ご意見記入用紙 
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